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い
き
ま
す
。

　

村
民
参
加
型
事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、「
村

民
参
加
型
事
業
の
類
型
」
と
し
て
、
意
見
・

提
案
募
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
懇
談
会
、

座
談
会
等
の
意
見
・
提
案
型
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
等

の
募
集
、
管
理
・
運
営
委
託
等
の
行
動
型
に

大
別
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
既
に
ど
ち
ら
の
型
に
お
い
て
も
事
業
内

容
に
応
じ
て
適
正
な
手
法
を
取
り
入
れ
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
県
内
外
を
問
わ

ず
他
の
地
域
に
て
先
駆
け
ら
れ
た
そ
の
他
の

手
法
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
村

政
へ
の
村
民
参
加
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

本
大
綱
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
村
民
や

有
識
者
の
審
議
、
助
言
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、
新
し
い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
目

指
し
て
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

黒滝村行財政改革推進に
　むけての取り組みについて

　

本
村
の
財
政
に
つ
い
て
、
主
要
な
自
主
財

源
で
あ
る
村
税
収
入
は
歳
入
全
体
の
５
％
に

満
た
な
い
極
め
て
脆
弱
な
構
造
に
加
え
、
村

財
源
の
最
た
る
地
方
交
付
税
が
、
年
を
追
う

ご
と
に
減
収
の
一
途
を
た
ど
り
、
近
年
は
財

政
調
整
基
金
等
積
立
金
の
取
崩
し
に
よ
る
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
状
況
が
続
き
、
こ
の
ま

ま
で
は
や
が
て
基
金
積
立
金
が
底
を
つ
き
、

た
ち
ま
ち
財
政
赤
字
に
陥
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
、

簡
易
水
道
施
設
等
の
改
良
工
事
、
南
和
広
域

医
療
企
業
団
の
他
、
南
和
広
域
衛
生
組
合
、

さ
く
ら
広
域
衛
生
組
合
、
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
の
運
営
経
費
、
生
活
関
連
社
会
資
本
や

道
路
網
の
維
持
・
管
理
を
は
じ
め
、
福
祉
・

医
療
の
充
実
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
村
の
担
う
べ
き
役
割
と

そ
の
財
政
需
要
は
引
き
続
き
増
大
す
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。こ
れ
ら
諸
課
題
に
的
確
、

着
実
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
中
長
期
的
な

観
点
か
ら
村
財
政
の
健
全
化
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
村
で
は
、
令
和
２

年
５
月
よ
り
全
庁
的
な
取
組
み
と
し
て
、「
黒

滝
村
行
財
政
改
革
大
綱
」
及
び
「
黒
滝
村
行

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
令
和

２
年
10
月
か
ら
は
、
住
民
代
表
に
よ
る
「
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
合
計
４
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
村
長
自
ら
知
事
に
要
請
し
、
奈
良
県
と

「
財
政
状
況
の
改
善
に
向
け
た
勉
強
会
」
を

既
に
２
回
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
継

続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
外
部
か
ら

の
視
点
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
委
員
会
か
ら

の
答
申
も
踏
ま
え
、
行
財
政
改
革
を
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の
５
年
間
を
目
処
に

取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
計
画
の
概
要
の
一
部
に

つ
い
て
お
示
し
致
し
ま
す
。

　
「
黒
滝
村
行
財
政
改
革
大
綱
」、「
黒
滝
村

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
及
び
「
黒
滝
村

行
財
政
改
革
委
員
会
か
ら
の
答
申
書
」
に
つ

い
て
は
、
役
場
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
、
特
に
物
的
な
コ
ス
ト
の
削

減
、
合
理
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
コ
ス
ト
削

減
指
針
を
作
成
し
、
公
用
車
の
台
数
削
減
、

小
型
化
に
よ
る
車
両
購
入
費
や
燃
料
費
（
ガ

ソ
リ
ン
代
）
の
削
減
や
リ
ー
ス
契
約
と
の
比

較
、
冷
暖
房
設
備
の
適
正
管
理
、
Ｉ
Ｐ
電
話

利
用
の
徹
底
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
紙
、

コ
ピ
ー
等
の
経
費
の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
徹
底
し
た
削
減
、
合
理
化
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務

書
類
に
よ
る
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収
支
計

算
書
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

類
似
団
体
比
較
や
公
の
施
設
で
は
民
間
や
他

地
域
の
類
似
施
設
と
の
比
較
検
討
を
行
な
う

こ
と
と
し
、
財
政
状
態
や
経
営
成
績
を
判
断

す
る
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
の
財
政
運

営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　

定
員
管
理
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
中
長
期

的
見
通
し
の
も
と
、
適
正
な
人
員
配
置
に
努

め
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
53
人
か
ら
令

和
３
年
４
月
１
日
現
在
43
人
と
、▲
10
人（
▲

18
．
９
％
）
の
村
職
員
の
純
減
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
も

と
、
所
属
内
・
所
属
間
で
の
業
務
の
徹
底
し

た
整
理
を
行
な
う
な
ど
時
代
に
即
し
た
簡
素

な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
基
本
に
、
事

務
事
業
や
組
織
機
構
を
見
直
し
、引
き
続
き
、

全
庁
的
に
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
、
行
政

体
制
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な
か
、
中
長
期

の
安
定
的
で
弾
力
的
な
財
政
運
営
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
最
大
の
義
務
的
経
費
で
あ
り

財
政
規
模
の
２
割
強
を
占
め
る
人
件
費
総
額

に
つ
い
て
、
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進
、
給

料
・
諸
手
当
の
見
直
し
、
超
過
勤
務
時
間
の

縮
減
等
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
抑
制
を
図
り

ま
す
。

　

公
の
施
設
に
つ
い
て
設
置
目
的
、
利
用
状

況
等
を
踏
ま
え
、
施
設
の
あ
り
方
を
抜
本
的

に
見
直
す
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
経
営

感
覚
を
取
り
入
れ
、
公
の
施
設
に
お
け
る
経

営
改
善
を
行
な
う
な
ど
、
公
の
施
設
改
革
を

推
進
し
ま
す
。

　

公
の
施
設
の
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、民
間
、

地
元
と
の
役
割
分
担
の
視
点
を
踏
ま
え
、「
施

設
の
必
要
性
」、「
施
設
の
利
用
状
況
」、「
利

用
者
負
担
割
合
」
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

民
間
活
用
、
地
元
移
管
、
指
定
管
理
者
制
度

へ
の
移
行
、
さ
ら
に
は
施
設
の
休
廃
止
も
含

め
た
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

　

地
方
分
権
下
に
お
い
て
自
立
的
村
政
運
営

が
求
め
ら
れ
、
自
主
財
源
の
最
た
る
税
財
源

の
公
正
な
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
税
の
さ
ら
な
る
徴
収
強
化
対
策
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

使
用
料
、
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
平
成
16

年
度
に
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
令
和
２
年
度

に
は
水
道
使
用
料
と
浄
化
槽
使
用
料
を
外
税

方
式
に
す
る
な
ど
、
改
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
行
政
コ

ス
ト
計
算
等
の
分
析
を
通
じ
て
受
益
に
応
じ

た
負
担
の
確
保
を
徹
底
す
る
た
め
、
料
金
体

系
を
適
宜
見
直
し
ま
す
。

　

各
種
団
体
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
平
成
15

年
度
か
ら
16
年
度
に
か
け
、
大
幅
な
削
減
を

実
施
し
、
概
し
て
半
減
さ
せ
る
に
至
り
ま
し

た
。
今
後
は
各
種
団
体
の
活
動
状
況
を
公
正

に
判
断
の
う
え
、
さ
ら
な
る
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
目
的
を
概
ね
達
成
し
た
も
の
、

効
果
が
低
下
し
て
い
る
も
の
、
零
細
な
も
の

等
に
つ
い
て
は
、
統
合
・
メ
ニ
ュ
ー
化
、
縮

小
・
廃
止
等
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
な
い
、

原
則
終
期
設
定
を
行
な
う
こ
と
も
検
討
し
て

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
、
合
理
化

適
正
定
員
管
理

公
の
施
設
等
の
効
率
的
運
営

財
源
確
保

受
益
と
負
担
の
適
正
化

補
助
金
等
の
統
合
・
縮
小
・
廃
止

村
民
参
加
型
事
業
手
法
の

　
　
　
　
　

導
入
と
活
用

推
進
体
制
に
つ
い
て

民
間
活
用
、
地
元
移
管
、
指
定
管
理
者
制
度

　

地
方
分
権
下
に
お
い
て
自
立
的
村
政
運
営
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一般会計　１４億     2 ９０万円

特別会計　　6 億１，３６０万円

総　　額　２０億６，６５０万円

「持続可能な村づくり」
の実現に向けて

令 和 ３ 年 度 予 算

主 要 施 策 の 説 明

令和 3 年度　予算　令和 3 年度　予算

黒
滝
村
長

辻
村
　
源
四
郎

こ
こ
近
年
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
に
伴
い
、
普
通
交
付
税
も
減
額

傾
向
で
あ
り
、
そ
の
減
額
に
伴
う
歳
出

予
算
の
見
直
し
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
早
々
に
行
財

政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
行
財
政

改
革
大
綱
と
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。事
務
や
公
の
施
設
の
効
率
的
運
営
、

健
全
な
財
政
運
営
な
ど
、
１
０
０
項
目

以
上
の
検
討
を
行
い
、
策
定
後
は
、
住

民
代
表
で
構
成
さ
れ
る
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
取
り
組
み

可
能
な
項
目
か
ら
令
和
３
年
度
予
算
よ

り
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
で
は
、
経
常
的
な
支
出
が
収
入

を
上
回
っ
て
お
り
、
更
な
る
歳
出
予
算

の
削
減
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経

費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
不
本
意

な
が
ら
各
種
団
体
の
活
動
補
助
金
に
つ

き
ま
し
て
も
定
率
の
削
減
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
に
も
直
結
す
る
事
柄
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
慎
重
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
に
関
し

ま
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
本
格
的
に
施

設
整
備
が
開
始
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の

本
村
負
担
額
約
１
，
９
７
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
竣
工
は
令
和

５
年
度
中
頃
の
予
定
で
、
そ
れ
ま
で
相

応
の
施
設
整
備
に
関
す
る
負
担
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
負
担
金
で
す

が
、
本
年
度
は
約
３
，
８
０
０
万
円
減

額
の
約
３
，
６
５
０
万
円
を
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
年
に
申
し
上

げ
た
と
お
り
、規
約
の
改
正
が
行
わ
れ
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
新
た
な
体
制
で
の

運
営
と
な
り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
の
た

め
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
村
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
運
行
経
費
や
奈
良
交
通
バ
ス
路

線
の
存
続
の
た
め
の
経
費
、
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
制
度
事
業
等
を
引
き
続
き
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
民
生
活
や
地
域
社
会
の
経
済
活
動

を
支
え
る
道
路
網
に
つ
き
ま
し
て
、
県

道
赤
滝
五
條
線
の
道
路
拡
幅
に
向
け

て
、既
に
工
事
が
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
奈
良
県
に
よ
る
早
期
取
組
み
に

感
謝
し
つ
つ
、
用
地
交
渉
等
村
と
し
て

協
力
す
べ
き
行
動
も
同
様
に
推
進
し
、

一
日
も
早
い
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

一
部
で
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
、洞
川
下
市
線
の
改
良
に
向
け
て
も
、

隣
接
す
る
下
市
町
、
天
川
村
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、
早
期
の
整
備
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

各
区
か
ら
の
要
望
に
対
し
ま
し
て

は
、村
道
の
排
水
路
改
修
や
緊
急
維
持
、

舗
装
補
修
工
事
等
も
緊
急
度
の
高
い
も

の
を
優
先
し
て
応
分
の
予
算
を
計
上
い

た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り

た
く
存
じ
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
老
朽
管
路
耐

震
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
昨
年
度
よ
り

簡
易
水
道
の
改
良
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
計
画
期
間
は
令
和
10
年
度

ま
で
の
９
ヵ
年
で
、
総
事
業
費
は
約

７
億
５
，
０
０
０
万
円
の
予
定
で
す
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
国
庫
補
助
金
が

４
割
、
残
り
を
起
債
で
賄
う
予
定
で

す
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
飲
料
水
と
い
う
生
活
に
欠
か
せ
な

い
物
で
あ
り
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
来
よ
り
世
界
的
に
猛
威
を
振
る

う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

予
防
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
本
村
に
お

き
ま
し
て
も
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

か
ら
、
順
次
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
国
の
財
源

を
基
に
応
分
の
予
算
を
計
上
し
、
目
下

担
当
課
が
村
診
療
所
と
と
も
に
円
滑
な

接
種
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、国
、

県
を
通
じ
て
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
等
準
備

が
整
い
次
第
、
対
象
者
と
な
る
方
に

ク
ー
ポ
ン
券
等
を
順
次
お
届
け
す
る
見

込
み
で
す
。

ま
た
、
昨
年
末
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
、
一
定
の
高
齢
者
等
の
希
望
に

よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
及
び
そ
の
検

査
費
用
を
軽
減
す
る
た
め
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
も
う
一
年
延
長

し
ま
す
の
で
、
応
分
の
予
算
を
計
上
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

第
８
期
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
３
年
間
の
月
額
保
険
料
は
前
期

よ
り
1
，
２
０
０
円
引
き
下
げ
、
6
，

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
「
健
康
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
の
事
業
費
を
令
和
３
年
度

も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
や
、
国
内

の
感
染
状
況
に
よ
り
判
断
を
行
い
、
実

施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
奨
励

制
度
」
に
つ
い
て
も
応
分
の
奨
励
金
を

計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
継
続
し
て
こ
ど
も
医
療

費
の
全
額
助
成
や
第
三
子
に
対
す
る
児

童
養
育
手
当
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。地

域
住
民
の
健
康
を
保
ち
、
安
心
し

て
本
村
に
住
み
続
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
健
康
診
断
や
予
防
医
療
の
観
点

に
立
っ
た
身
近
な
地
域
医
療
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
と
し
て
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
発
熱
外
来
診
察
室
の
設
置
、

玄
関
入
口
の
自
動
扉
化
、
待
合
室
の
改

修
、
除
菌
ユ
ニ
ッ
ト
付
き
空
調
機
器
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
き

ま
し
て
も
安
心
し
て
来
院
し
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
等
関
係

機
関
と
は
病
診
連
携
な
ど
効
率
的
な
治

療
を
行
い
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

医
療
体
制
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
宅
で

の
療
養
が
行
え
る
よ
う
引
き
続
き
訪
問

看
護
に
も
取
り
組
み
、
医
療
や
介
護
、

生
活
支
援
な
ど
が
一
体
的
に
行
え
る
よ

う
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
継
続
的
な
木
材
生
産
と
防
災
力

の
高
い
森
林
を
め
ざ
し
、
混
交
林
誘
導

事
業
を
推
進
し
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
森
林
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
管
理
の
明
確
化

の
た
め
の
森
林
地
番
図
作
成
業
務
委
託

料
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
防
止
事
業
委
託
料

等
、
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

補
助
金
に
関
し
ま
し
て
は
、
大
変
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
再
三
の
要
望
活

動
の
結
果
特
別
措
置
法
の
期
限
が
延
長

と
な
り
、
財
源
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み

で
、
要
望
額
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し

た
。山

村
活
性
化
支
援
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
伝
統
工
芸
品
の
継

承
、
新
技
術
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
製
品
の
共
同
開
発
、
人
材
育
成
等
、

積
極
的
な
取
り
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。林

業
関
係
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
現
在
４
名
の
隊
員
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
３
名
を
確
保
す
べ
く
、
必
要
経
費

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
任
期
満
了

の
２
名
も
、
引
き
続
き
森
林
組
合
で
活

躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
定
住
を
進
め
る
た
め
に
も
、

こ
の
よ
い
流
れ
を
継
承
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

保
育
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
黒
滝
こ

ど
も
園
」
の
運
営
に
つ
い
て
、
お
子
さ

ま
を
安
心
し
て
あ
ず
け
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、園
長
を
中
心
と
し
て
、ス
タ
ッ

フ
一
同
き
め
細
や
か
な
保
育
、
指
導
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、保
育
料
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

幼
児
教
育
無
償
化
を
国
の
制
度
に
準
じ

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
積
極
的

な
ご
利
用
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。未

来
を
築
く
こ
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
は
、
私
自
身
も
村
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
給
食
費
や
社
会
見
学
、
修
学

旅
行
費
の
無
償
化
制
度
も
継
続
す
る
と

と
も
に
、
修
学
奨
励
貸
付
金
制
度
の
経

費
も
同
様
に
継
続
し
て
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

ま
さ
に
、
村
の
宝
で
あ
る
黒
滝
村
の

こ
ど
も
た
ち
へ
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し

て
、
特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
活
環
境
整
備

イ
ン
フ
ラ
整
備

産
業
振
興
・
移
住
定
住
促
進

医
療
の
取
り
組
み

健
康
・
福
祉
対
策

保
育
、
教
育
の
取
り
組
み

５ ,
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令和２年度　予算

令和３年度

予算

歳出

総務費
19.2%

教育費
12.8%

民生費
13.2%

農林水産費
12.2%

衛生費
13.7%

公債費
9.0％

消防費
5.6%

土木費
8.0%

商工費
3.6%

議会費
2.3%

その他
0.3%

繰入金
9.3%

村 税
4.5%

諸収入ほか
4.3%

地方交付税
55.5%

村 債
10.3%

国庫支出金
9.2%

県支出金
3.8%

地方消費税ほか
1.1%

自主財源 2 億 6,255 万円依存財源 11 億 9,035 万円

自主財源
18.1%

依存財源
81.9%

一般会計　歳入

繰入金 1 億 3,456 万円
基金（村の貯金）の取り崩しなど

（▲ 25.2%）

村税 6,504 万円
村民税や固定資産税など

（▲ 2.7%）

諸収入 4,261 万円
預金利子など

（▲ 25.2%）

分担金及び負担金 788 万円
預金利子など

（▲ 6.6%）

使用料及び手数料 784 万円
施設使用料・住民票の手数料など

（5.2%）

その他 462 万円
財産収入・寄付金・繰越金

（313.6%）

地方交付税 8 億     576 万円
自治体間の財源の均衡を図るために交付されるお金

（2.3%）

村債 1 億 4,910 万円
事業を行うために銀行などから借りるお金

（14.5%）

国庫支出金 1 億 3,429 万円
特定の事業を行うための国からの交付金

（42.5%）

県支出金 5,502 万円
特定の事業を行うための県からの交付金

（7.3%）

地方譲与税 2,977 万円
国税として徴収され一律的に譲与されるお金

（▲ 5.7%）

その他 1,642 万円
地方消費税交付金・環境性能割交付金など

（▲ 2.1%）

一般会計　歳出
総務費 2 億  7,915 万円（▲ 8.4%）
全体的な管理事務や企画、戸籍、住民基本台帳、
選挙、統計調査、村有財産の管理など幅広い経費
・ふれあいバス運行委託料
・地域公共交通確保維持対策負担金
・村地域活性化推進事業補助金
・イベント実施補助金
・起業支援補助金
・若者定住支援金
・空き家リフォーム工事補助金
・移住支援金
・空き家除却工事補助金
・自治会活動傷害保険料
・村広報作成料
・村有林整備費用
・各種基金積立金
・交通安全対策費
・電子計算機
・情報通信費
・黒滝村長選挙費

921 万円
227 万円

20 万円
40 万円

200 万円
224 万円
100 万円

　
100 万円

22 万円
106 万円
200 万円
758 万円

18 万円
3,802 万円

217 万円

衛生費 １億 9,925 万円（9.7%）
住民が健康で良好な生活を送るための経費で、住民
の健康管理や病気の予防対策、ごみの処理、し尿の
収集処理・管理に係る経費
・南和広域医療企業団負担金
・妊婦・乳幼児・がん検診等委託費
・新型コロナウイルス感染予防対策費
・新型コロナウイルスワクチン接種事業
・南和広域衛生組合負担金
・さくら広域環境衛生組合負担金
・し尿処理委託料
・河川及び道路清掃作業委託料
・清掃運搬軽ダンプ購入費

1,668 万円
183 万円

1,886 万円
737 万円
975 万円

    1,961 万円
336 万円
200 万円

       215 万円

教育費 1 億 8,653 万円（11.6%）
教育委員会事務局、こども園、小・中学校、人権教育、
社会教育、保健体育、給食センター等にかかる経費
・入学祝金
・高等学校自宅通学者補助金

農林水産費     1 億 7,659 万円（18.6%）
農業や林業、水産業の振興に益する経費
・有害鳥獣捕獲防除対策費等
・特産品加工用野菜生産奨励金
・特産農林産物生産奨励費補助金
・混交林誘導整備事業関連委託料
・ナラ枯れ被害防止事業委託料
・森林経営管理業務委託料
・美しい森林づくり基盤整備事業補助金
・こもれびの森づくり整備事業補助金
・ヘリポート管理補助金
・村産材生産促進事業補助金
・村木材産業活性化事業補助金
・村民有林間伐促進事業補助金
・森林組合活性化事業補助金
・集落周辺環境整備事業補助金
・黒滝銘木組合補助金
・林業担い手育成強化事業補助金
・森林組合育成補助金
・木材産業等担い手確保対策事業助成金
・地域おこし協力隊事業
・林道新設事業費等（維持費含む）
・漁業組合補助金
・山村活性化支援交付金事業

110 万円
21 万円
34 万円

507 万円
163 万円
200 万円

2,812 万円
400 万円

30 万円
700 万円
100 万円
300 万円
500 万円
400 万円

18 万円
480 万円
300 万円

60 万円 
2,800 万円
3,289 万円

100 万円
968 万円

消防費                          8,092 万円（▲ 42.9%）
消防や水害、地震などのあらゆる災害に対する経費
・消防団員報酬
・消防分団活動費
・県広域消防組合負担金

137 万円
69 万円

3,653 万円

公債費 1 億 3,133 万円（4.3%） 
村の借金の返済金で、借入にかかる利子も含みます。

土木費            1 億 1,636 万円（26.9%）
道路や河川、住環境の整備にかかる経費
・道路新設改良事業（維持費含む）
・河川管理費
・住宅管理費
・住宅整備費
・地籍調査費

5,323 万円
12 万円

641 万円
1,990 万円
1,250 万円

商工費 5,285 万円（6.1%）
地場産業の振興や観光振興に使われる経費
・村商工会補助金
・観光施設管理運営指定管理料
・黒滝村観光協会補助金

333 万円
750 万円

27 万円
議会費 3,298 万円（▲ 3.8%）
議会議員の報酬や議会を運営していくための経費

その他               504 万円 （▲ 14.3%）  
・労働費
・災害復旧費
・諸支出金
・予備費

202 万円
2 万円
1 万円

300 万円

令和３年度　予算　令和 3 年度　予算

予算の使い道　令和３年度の主な事業

地方譲与税
2.1%

※予算額は万円単位で四捨五入しており、実際の予算額と異なる場合がございます。
　構成比は項目ごとに四捨五入しており、合計が 100% にならない場合がございます。

一 般 会 計
14 億 5,290 万円

各 会 計 の 予 算 用 語 解 説

一般会計…村の運営にかかる基本的な
経費を計上した会計

特別会計…特定の事業を行うために、
一般会計の歳入歳出と区別
して経理する会計

自主財源…村税や使用料及び手数料な
ど村が自ら確保できる財源

依存財源…国や県から交付されるお金
や借金からなる財源

民生費 1 億 9,182 万円（2.3%）
住民の安定した社会生活を保障するための経費で、
人権啓発予算、福祉関連予算などが含まれます
・社会福祉協議会負担金
・養護老人ホームへの入所措置費
・障害者にかかる支援事業費
・国民健康保険特別会計事業勘定への繰出金
・国民健康保険特別会計直診勘定への繰出金
・介護保険特別会計への繰出金
・後期高齢者医療保険への支援金
・後期高齢者医療特別会計への繰出金
・中学生以下児童手当支給費
・ 村単児童養育手当（中学生までの第３子以降）
・学童保育費
・弔慰金
・人権・同和対策費
・犯罪被害者等見舞金
・高齢者ポイント制度
・緊急通報体制支援システム事業業務委託料

1,500 万円
1,026 万円
2,423 万円

821 万円
1,983 万円
2,727 万円
1,558 万円

796 万円
492 万円

48 万円
31 万円
60 万円
74 万円
40 万円
28 万円
94 万円

※括弧内は前年度比

36 万円
108 万円

167 万円
55 万円
66 万円

296 万円

100 万円

歳入

220 万円

・修学奨励貸付金
・修学旅行等補助金
・スクールバス運行委託料
・村人権教育推進協議会補助金
・語学留学補助金
・学習系情報通信ネットワーク環境整備事業
・統合型校務支援事業
・こども園遊具修繕
・こども園カーテンゲート取替工事
・個別特定保健指導委託料

72 万円
150 万円
676 万円

54 万円 
510 万円

       42 万円
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議

会

第
１
回
議
会
定
例
会

議
会
活
動
状
況

３
月

２
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会　

正
副

　
　
　

議
長
常
任
委
員
長
打
合
せ

５
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
日
●
令
和
３
年
度
予
算
審
査
特
別

　
　
　

委
員
会　
　
　
　
（
〜
９
日
）

11
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　
　

一
般
質
問

　
　
　

閉
会　

　

令
和
3
年
第
1
回
黒
滝
村
議
会
定

例
会
が
３
月
５
日
（
金
）
〜
11
日

（
木
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　

◆
一
般
質
問

・
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

・
県
道
赤
滝
五
條
線
改
修
に
つ
い
て

　

                         

（
九
鬼
議
員
）

・
黒
滝
村
消
防
団
に
つ
い
て　
　
　

　

                         

（
橋
本
議
員
）

◆
人
事
案
件

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
教
育
委
員

　

会
の
教
育
長
の
任
命
同
意
に
つ
い

て
・
議
案
第
２
号　

奈
良
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
規
約
に
つ
い
て

◆
条
例
制
定

・
議
案
第
３
号　

黒
滝
村
議
会
議
員

及
び
黒
滝
村
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

黒
滝
村
林
産
物
利

用
体
験
館
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
５
号　

黒
滝
村
移
住
定
住

促
進
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

黒
滝
村
移
住
定
住

促
進
住
宅
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
条
例
改
正

・
議
案
第
７
号　

黒
滝
村
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

黒
滝
村
の
特
別
職

の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

黒
滝
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

黒
滝
村
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

黒
滝
村
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

黒
滝
村
指
定
居
宅

介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

黒
滝
村
指
定
介
護

予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

黒
滝
村
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

黒
滝
村
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

黒
滝
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所
使
用
及
び
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◆
廃
止
条
例

・
議
案
第
18
号　

黒
滝
村
冷
凍
冷
蔵

庫
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て

◆
専
決
処
分

・
議
案
第
19
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

２
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
）

・
議
案
第
20
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

２
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
）

・
議
案
第
21
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

２
年
度
黒
滝
村
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
）

・
議
案
第
22
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

２
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
）

◆
補
正
予
算

・
議
案
第
23
号　

令
和
２
年
度
黒

滝
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
24
号　

令
和
２
年
度
黒
滝

村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号　

令
和
２
年
度
黒
滝

村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

令
和
２
年
度
黒
滝

村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

◆
当
初
予
算

・
議
案
第
27
号　

令
和
３
年
度
黒
滝

村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

令
和
３
年
度
黒
滝

村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

令
和
３
年
度
黒
滝

村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
30
号　

令
和
３
年
度
黒
滝

村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
31
号　

令
和
３
年
度
黒
滝

村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号　

令
和
３
年
度
黒
滝

村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

◆
そ
の
他

・
議
案
第
33
号　

黒
滝
村
の
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
黒
滝
・
森
物
語
村
、
き
ら

ら
の
森
・
赤
岩
、
総
合
案
内
セ
ン

タ
ー
、
特
産
品
加
工
販
売
所
）

３
日
●
第
１
回
丹
生
川
沿
い
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
検
討
委
員
会

17
日
●
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
会

18
日
●
第
２
回
丹
生
川
沿
い
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
検
討
委
員
会

19
日
●
例
月
出
納
検
査

　
　
　

地
域
自
立
支
援
協
議
会

22
日
●
黒
滝
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

・
議
案
第
34
号　

黒
滝
村
の
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
黒
滝
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）

◆
追
加
議
案

・
議
案
第
35
号　

令
和
２
年
度
黒

滝
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
つ
い
て

・
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
員
の
選

挙

   

以
上
36
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
、

議
案
第
5
号
、
第
6
号
は
再
検
討
を

要
す
る
と
し
て
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

黒 
滝 
村 
長 

選 

挙 

の

　
　
　   
お 
知 

ら 

せ

◆
選
挙
の
期
日

　

５
月
16
日
（
日
）

◆
選
挙
期
日
の
告
示
日

　

５
月
11
日
（
火
）

◆
選
挙
会
（
開
票
）

 

・
日　

時　

５
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜　

 

・
場　

所　

黒
滝
村
役
場

　
　
　
　
　

２
階
会
議
室　

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

 

・
日　

時　

４
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜　

 

・
場　

所　

黒
滝
村
役
場

　
　
　
　
　

２
階
会
議
室

◆
お
問
合
せ
先　

　

黒
滝
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

                     　
　
　
（
総
務
課
）

　
　
　
　
　
（
☎
６
２
‐
２
０
３
１
）

◆
規
約
変
更

黒
滝
村
教
育
長
紹
介

　
遠
山
　
み
さ
を
氏

　

３
月
５
日
の
議
会
に
お
い
て
、
遠

山
氏
が
教
育
長
に
任
命
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
付
け
で
退
任
さ

れ
ま
し
た
水
口
教
育
長
、
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
、

教
育
活
動
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　
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村職員の
給与・職員数等を

公表します
　黒滝村職員の給与・職員数理等の状況を知っ
ていただくために、その概要を公表します。

１　総括

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

４　職員の手当の状況

６　職員数の状況

３　一般行政職の級別職員数

（４）その他の手当

５　特別職の報酬等の状況

（１）部門別職員数の状況

◆お問合せ先　総務課

（２）職員数の推移

（２）職員給与費（平成 31 年度普通会計決算）

※職員手当には退職手当は含みません。
※職員数は、平成 31 年 4 月 1 日現在の人数です。

（３）ラスパイレス指数 （各年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の
給与水準を１００とした場合の地方公務
員の給与水準を示す指数です。

※平均給料月額：令和 2 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職
員の基本給の平均です。

※平均給与月額：給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などの全ての諸手当の額を合計したものであり、
地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

（１）職員の平均年齢、  平均給料月額及び    
　　  平均給与月額

（２）職員の初任給

（令和２年 4 月 1 日現在）

（３）職員経験年数別・学歴別平均給料月額

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

（３）時間外勤務手当

※管理職手当のみ国と異なります。

（令和 2 年 4 月 1 日現在）

※退職手当の「1 期の手当額」は、4 月 1 日現在の給料月額及び支給率に基づき、
     1 期（村長・副村長 4 年＝ 48 ヶ月、教育長は３年＝ 36 ヶ月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

（令和 2 年 4 月 1 日現在）

（各年４月１日現在）　（単位：人）

（１）人件費（平成 31 年度普通会計決算）（令和 2 年 4 月 1 日現在）

※　黒滝村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（１）期末手当・勤勉手当
（平成 31 年度）

※括弧内は、再任用職員に係る支給割合です。

（２）退職手当
（令和 2 年 4 月 1 日現在）

※１人当たり平均支給額は、平成 29 年度から平成 31 年度に退職
した職員に支給された平均額です。

※職員数は一般職に属する職員数です。
※［　］内は、条例定数の合計です。

（各年 4 月 1 日現在）

※各年における定員管理調査において報告した
部門別職員数です。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。
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令
和
３
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格　

　

①
平
成
３
年
４
月
２
日
〜

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
4

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間　

　

３
月
26
日
（
金
）
〜
４
月
7
日
（
水
）

　

原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
と
な
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◆
試
験
日　

　

第
１
次
試
験　

６
月
６
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験

　

７
月
５
日
（
月
）
〜
７
月
16
日
（
金
）

◆
合
格
者
発
表
日　
　

 

・
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

６
月
29
日
（
火
）
午
前
９
時

 

・
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時

◆
採
用
予
定
数　
　

 

・
採
用
予
定
数
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
最
新
情
報
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　
　

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試
験
係
）

　

☎
０
６
‐
６
９
４
１
‐
５
３
３
１

　

吉
野
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
７
４
６
‐
３
２
‐
３
３
８
５

国
税
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

運
転
者
が
身
体
障
が
い
者
等
で
あ

る
場
合
や
、
身
体
障
が
い
者
等
の
た

め
に
生
計
同
一
者
が
軽
自
動
車
を
運

転
す
る
場
合
の
税
金
に
つ
い
て
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
等
に
記
載
の
障
が

い
の
程
度
に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

◆
申
請
期
間　

４
月
23
日
（
金
）
ま
で

◆
必
要
な
書
類

①
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

　
（
窓
口
で
記
載
）

②
自
動
車
検
査
証

③
身
体
障
害
者
手
帳
等

④
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

⑤
納
税
通
知
書

⑥
車
内
の
写
真

（
車
内
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が

い
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

軽
自
動
車
の
場
合
）

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

軽
自
動
車
税
の
減
免

の話題村
　

２
月
26
日
（
金
）、
こ
ど
も
園
に
て
、
生

活
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
は
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら

も
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
劇

や
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど
を
保
護
者
の
方
達
の
前

で
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
、
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
発
表
会

　

3
月
4
日
（
木
）、
ク
ボ

タ
堺
労
働
組
合
（
株
式
会
社

ク
ボ
タ
）
に
、
や
ま
な
み
ス

テ
ー
ジ
の
河
川
沿
い
に
、
桜

を
植
樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

組
合
結
成
75
周
年
事
業
と

し
て
、
桜
の
植
樹
を
通
し
た

地
域
の
活
性
化
や
農
業
体
験

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ク
ボ
タ
堺
労

働
組
合
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
滝
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

    

ア
活
動
　（
花
の
寄
贈
）

　

3
月
10
日
（
水
）、
黒
滝
中
学

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
花
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
花
は
、
生
徒
の
皆

さ
ん
が
毎
日
欠
か
さ
ず
水
を
や

り
、
綺
麗
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

役
場
入
口
に
飾
っ
て
い
ま
す
の

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
道
検
針
員
の
変
更
に
つ
い
て 

検 

針 

員 

名

中　

勝
利

阪
口　

治
仁

野
口　

浩
司

検　

針　

地　

区

寺
戸
（
上
）・
中
戸
・

赤
滝

笠
木
・
桂
原
・
長
瀬
・

御
吉
野
・
堂
原

寺
戸
（
下
）・
脇
川
・

槙
尾
・
鳥
住
・
栗
飯
谷

※
水
道
メ
ー
タ
ー
の
入
っ
て
い
る

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
荷

物
な
ど
を
置
い
た
り
、
付
近
に
駐
車

を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
4
月
よ
り
水
道
の
検

針
員
が
次
の
方
々
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

（
敬　

称　

略
）

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
肢

体
不
自
由
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
、

及
び
病
弱
教
育
対
象
生
徒
の
保
護
者

や
担
任
に
対
し
て
、
本
校
の
教
育
に

つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
教
育
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
　
明
日
香
養
護

　
学
校
教
育
相
談
の
ご
案
内

◆
日
時　

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
相
談
日
は
、火
・

水
・
木
で
す
が
、
ご
希
望
に
よ

り
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

◆
内
容

〇
肢
体
不
自
由
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
の
就
学
、
進
学
や
在
宅
訪
問
教

育
に
つ
い
て
、
及
び
病
弱
教
育
対

象
の
生
徒
の
進
学
に
関
す
る
相
談

に
つ
い
て

〇
学
校
生
活
上
の
指
導
や
支
援
に
つ

い
て

◆
お
申
込
・
お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
（
担
当　

教
育
支
援
部
）

　

☎
０
７
４
４
‐
５
４
‐
３
３
８
０

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
・
学
校
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税等の納期

４月３０日（金）

軽自動車税

忘れずに
納付しましょう！

や
ま
な
み
ス
テ
ー 

ジ

                  

桜
を
植
樹 

◆
受
付
期
間

　

１
月
６
日
（
水
）
〜

　

４
月
９
日
（
金
）

◆
試
験
日

　

４
月
17
日
（
土
）

　
「
予
備
自
衛
官
補
」
と
は
災
害

派
遣
な
ど
で
活
躍
す
る
「
予
備
自

衛
官
」
に
な
る
た
め
の
コ
ー
ス
で

す
。
大
き
く
「
一
般
」
と
「
技
能
」

に
分
か
れ
、資
格
も
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

志
願
か
ら
受
験
ま
で
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先
・
連
絡
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五

　

條
地
域
事
務
所

☎
０
７
４
７
‐
２
２
‐
３
７
８
９

　

担
当
：
西
嶋
（
に
し
じ
ま
）

　
　
　
　

藤
原
（
ふ
じ
わ
ら
）

※
転
職
や
就
職
を
お
考
え
の
方
、

   

ご
存
じ
の
方
、
ま
ず
は
ご
連
絡

   

く
だ
さ
い
。

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

             

技
能
）
募
集
案
内
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　国の緊急事態宣言は解除されましたが、引き続き村民の皆さまへの情報提供や、感染の発生
と拡大の防止に関する取り組みなどを、総合的にお知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する情報

　新型コロナウイルス感染症予防にご協力いただき、ありがとうございます。
　感染予防には、一人ひとりの心がけが重要です。お互いに人と人との距離を保ち、マス
クの着用やこまめな手洗い、咳エチケット、換気を心がけ、しっかりと感染予防対策をし
ましょう。
　買い物は、お一人または少人数で、すいている時間にできるよう工夫しましょう。
　高齢者や持病がある人は、人ごみを避けるなど、よりご留意してください。
　新しい生活様式の定着に向けて、ご協力方よろしくお願いします。

黒滝村新型コロナウイルス感染症対策本部　事務局（役場　保健福祉課）

新型コロナウイルス感染症の流行下における一定の高齢者等への
PCR検査の実施及び検査助成事業について

　国の要綱に基づき、黒滝村内の新型コロナウイルス感染拡大や重症化を防止する観点から、
一定の高齢者等の希望により、ＰＣＲ検査を一人につき一回限り実施し、検査費用のうち自己
負担額を超える金額については、助成を行います。

◆実施期間
　令和２年１２月１日～令和４年３月末日
　ただし、お申し込みは令和４年３月１１
日（金）までです。

【新型コロナウイルス感染症に関連する人権への配慮について】
　新型コロナウイルスに関して、感染者やその家族、医療機関関係者等に対する差別や偏見、
誹謗中傷が広がっています。これらは人権侵害であり許されるものではありません。
　あわせて、感染症に便乗した悪徳商法や詐欺事件も発生しています。不確かな情報や根拠
のない話に対しては冷静な判断や行動を心がけていただきますようお願いします。

◆検査対象者
　村に住民票があり、かつ現に村内に居住
する方で、検査を希望する次のいずれかに
該当する方です。ただし、奈良県等が行う
行政検査の対象者を除きます。
(1) 令和２年４月１日現在において満６５
歳以上の方

(2) 慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、糖尿
病、高血圧、心血管疾患、脳血管疾患
または指定難病を有する方

◆実施方法
　検査希望者は、村保健福祉課へ事前に書
面による申し込みを行い、追って指定され
た日時に村診療所において受検します。

◆自己負担額
　自己負担額として、２，０００円を受
検時にお支払いください。

◆留意事項
　検査の性質上、一定の確率で、実際に
は感染していないにも関わらず、陽性と
判定（偽陽性）されてしまいます。（陽
性と判定された方のうち、６割の方は感
染していないにも関わらず陽性と判定さ
れてしまうことがあります。)
　そのため、偽陽性の場合であっても医
師の判断により、入院や宿泊療養をしな
くてはならないこともあり、ご本人やそ
のご家族が不利益を受けることがあるこ
とに留意が必要です。

◆お問合せ先　保健福祉課

○新型コロナワクチンは、
　①医療従事者等　② 65 歳以上の高齢者  ③基礎疾患のある方　
　④高齢者施設等の従事者　⑤ 60 ～ 64 歳の方　⑥前者以外の 16 歳以上の方
　の順に接種を開始予定です。また、ワクチン配分計画により上記②については、
　高齢順に 100 名の方から優先に接種する見込みです。
○接種時期は、上記番号順に、
　①３月中旬以降　②４月以降　③～⑥その後順次に開始予定です。
　※ワクチン配送状況により遅延することがあります。
○接種の準備が整い次第、対象者にクーポン券をはじめとする書面等を個別に郵送
　しますのでご確認のうえ、接種を希望されます方は次の（接種の流れ）を参考に
　お手続きをお願いします。※同上

自宅にクーポン券等が届く

接種を希望する 接種を希望しない

接種希望確認書を返送する

ワクチンを指定日時に受ける

◆お問合せ先
保健福祉課

※自己負担は無料です。

○新型コロナウイルス感染拡大防止対策のための生活支援及び経済的負担軽減対策と
して、簡易水道使用料の「基本料金１，５７３円 ( 税込 )」を令和３年３月～令和３年
８月の６か月間減免いたします。

黒滝村新型コロナワクチン接種の概要

簡易水道使用料の減免について

※ワクチンを受けるには本人の同意が必要
　（現在何かの病気で治療中の方や、体調など接種に
　不安のある方は、かかりつけ医にご相談のうえ同意）
※あらためて村より接種希望者に指定日時等を通知

◆接種会場　黒滝村国民健康保険診療所　　
◆当日の持ち物
①クーポン券（切り離さずにそのまま）
②本人確認書類（運転免許証・健康保険証等）
③予診票（事前記入）

首相官邸　新型
コロナワクチン
について

（接種の流れ）

※決められた期間をあけて、２回接種。
※移動手段のない方等は、送迎します。

新型コロナワクチンについて

　ワクチンによる長期間の効果や副反応はまだ分かっていませんが、新型コロナウイルス感
染拡大が進む中、接種する意義は大きいと思います。接種した本人はもとより、接種率が人
口の 60％を超えれば接種していない人も感染しにくくなる（集団免疫といいます）ことも
期待されます。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県医師会



162021 年   4 月号17 広報くろたき　No．466

◆
日
時　

４
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
20
分

◆
場
所　

　

わ
か
す
ぎ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館

◆
内
容

　

未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と
子
育
て
中
の

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
や
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
が
気
軽
に
集
ま
る
場
で
す
。「
子
育
て

の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話
し
た
い
な
」「
お

友
達
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
ホ
ッ
と
一
息
入
れ
て
、
一
緒

に
遊
ん
だ
り
お
話
を
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者　

未
就
園
児
の
親
子
・
祖
父
母
・

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん　
　
　

◆
参
加
費　

無
料

◆
お
申
込
・
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

保
健
師　

樋
口

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
来
所
時
、
保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

着
用
願
い
ま
す
。
各
自
、
水
筒
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
体
調
不
良
時
は
来
所
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
６
か
月
以
上
の
お
子
さ
ん
は
、
こ
ど
も

園
で
一
時
保
育
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。（
１
時
間
１
０
０
円
・
要
事
前
予
約
）

ひ 

な 

っ 

こ 

キ 

ッ 

ズ  
集
団
検
診
・
が
ん
健
診
の
お
知
ら
せ 

◆
日
時　

　

5
月
20
日
（
木
）
午
前
9
時
〜

◆
受
付
時
間 

　

午
前
9
時
〜
午
前
11
時

◆
会
場　

　

わ
か
す
ぎ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

体
育
館

※
今
年
度
よ
り
対
象
者
の
皆
さ
ま

へ
案
内
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

　

集
団
健
診
（
検
診
）
の
受

診
を
希
望
す
る
方
は
、
案
内

に
同
封
の
申
込
書
を
保
健
福

祉
課
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

令和３年度以降の保険料軽減措置について
１．所得の少ない被保険者に対する特例軽減の見直しについて

　①７割軽減基準額
　　（現行）　　　基礎控除額 ( ３３万円 )
　　（改正後）　　基礎控除額 ( ４３万円 ) ＋ １０万円 × ( 給与所得者等の数－１)
　②５割軽減基準額
　　（現行）　　　基礎控除額 ( ３３万円 )  ＋ ２８．５万円 × 被保険者数
　　（改正後）　　基礎控除額 ( ４３万円 ) ＋ ２８．５万円 × 被保険者数 ＋ １０万円 × ( 給与所得者
　　                      等の数－１)
　③２割軽減基準額
　　（現行）　　　基礎控除額 ( ３３万円 ) ＋ ５２万円 × 被保険者数
　　（改正後）　　基礎控除額 ( ４３万円 ) ＋  ５２万円 × 被保険者数 ＋ １０万円 × ( 給与所得者等
　　　　　　　　の数－１)

※ 65 歳以上の公的年金受給者は、
軽減判定において年金所得か
ら上限 15 万円が控除されます。

※世帯主が後期高齢者医療制度の
被保険者でない場合、その世
帯主の所得も軽減判定の対象
となります。

※軽減判定は 4 月 1 日（4 月 2 日
以降に新たに加入した場合は
加入した日）の世帯状況で行
います。

○世帯の所得状況に応じて下記のとおり均等割額は軽減されます。
○本則７割軽減の対象の方は、これまで更に上乗せして軽減 (8.5 割、９割 ) されてきましたが、　

令和元年度から段階的に見直しが行われています。　
【均等割額軽減の基準】
　世帯（世帯主及び被保険者）の総所得金額等（医療費控除や社会保険料控除等各種控除をする前
　の額）により判定します。

２．保険料軽減判定基準額の見直しについて ( 令和 3 年度より改正あり )

〇平成 30 年度の税制改正により、給与所得控除・公的年金等控除について 10 万円引き下げる
とともに、基礎控除を 10 万円引き上げることとされました。この影響により後期高齢者医療保
険料の負担水準に関して不利益等が生じないようにするため、また、一定の給与所得者と公的年
金等の支給を受けた者が２人以上いる世帯が後期高齢者医療保険料の軽減措置に該当しにくくな
ることを防ぐため、上記のとおり軽減判定基準の見直しが行われました。　

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 　保 険 料 の 軽 減 に つ い て 

◆お問合せ先　保健福祉課

　国民健康保険事業の県単位化により令和 6 年度には県保険税率の標準化を目指します。
　黒滝村につきましても令和 6 年度にあわせて段階的に改定していきます。本改定につきま
しても皆さまのご理解、ご協力を賜りますようお願い致します。

国 民 健 康 保 険 税 の 改 定 の お 知 ら せ

フ レ イ ル っ て 何 ？ 
　歳を重ねれば、体力や気力がだんだんと弱くなり、手助けや介護が必要な状態となってき
ます。心と体の働きが弱くなった状態をフレイル（虚弱）といいます。
　あなたは、大丈夫ですか？今月、60 歳以上の方に配付する「元気ふれあい活動ポイント
手帳」に記載の「フレイル予防のためのチェック」でまずはご自分の健康状態を把握してみ
るのも一つです。
　保健師等によるフレイル訪問や相談も実施しています。
　元気で長生き！健康長寿をめざしましょう。    

令和３年度の保険税率 

 皆さまは、どの健診（検診）を受けられますか？
※個別検診・がん検診は順次、広報等でお知らせします。

　

今
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
40
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
間
ド
ッ
グ
の
助
成
が

は
じ
ま
り
ま
す
！
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ケーシー先生が今日から使える便利な英語を紹介します！

“ f
フ

o
ォ

r
ウ

  y
ユ ー

ou. / あなたのために。”
今月の一言 /Japanese word of the Month

黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

 

■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
ください。

　前にお知らせしましたように、新刊を含め新たに１２３冊の本
が入りました。
　芥川賞受賞作『推し、燃ゆ』　　直木賞受賞作『心淋し川』
　２０１９年アメリカで一番売れたミステリー『ザリガニの鳴く
ところ』
　ブログ大賞海外小説部門受賞作『アウシュヴィッツの図書係』
　テレビでおなじみ夏井いつき先生の『超カンタン！俳句塾』

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

前に “G
グ ッ ド

ood” をつけて “G
グ ッ ド

ood f
フォウ

or y
ユ ー

ou” にすると、“ 良かったね ” と
使うことができます。家族や友達を褒める時に使ってみましょう。
また “T

デ ィ ス

his f
フォウ

or y
ユ ー

ou” にすると、“ これはあなたのです ” と使うこと
もできます。何か相手に物を渡すときにぜひ使ってみてください。

新たに１２３冊　ラインナップ！

図
書 室 だ よ り

下市消防署からのお知らせ

 

林野火災の防止

　この時季は空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。また、ハイキング・山菜
取りなどで入山者が多く、特に林野での火災が多発する時期でもあります。このよ
うな林野での火災予防のため、次のことに気をつけましょう。

 ・強風時や乾燥注意報発令中には、た
き火、枯れ草等の焼却を行わない
 ・山林に火入れをする時は、必ず村長
の許可を受けること
 ・森林の近くでタバコは極力吸わない、
また吸殻は必ず消して投げ捨てない

 ・木の枝や枯れ草等をやむを得ず焼却す
る時は、周囲への延焼に十分注意する
とともに、水バケツ等の消火の準備を
すること
 ・火気使用中はその場を離れず、終了後
は完全に消火する

『７０歳からの人生の楽しみ
方』『夜しか開かない精神科
診療所』『半グレ』
　タレントのカズレーザーが
テレビで紹介し話題となった

『ケーキの切れない非行少年』
など様々なジャンルを揃えま
した。是非、ご利用ください。

入 札 結 果
入札工事名 落札者 落札金額

（消費税込）
工期

黒滝村空き家改修工事 伊野工務店株式会社 7,166,500 円 令和３年３月２６日まで

入札日　２月２４日

介護保険の令和３年～５年度保険料率改定のお知らせ
○第８期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の策定に伴い保険料率が見直されます。
　介護保険料は、基準額をもとに、本人や世帯の所得状況に応じて段階的に決められています。　

基準額（年額）
  78,000 円　

介護保険の給付に係る費用総額　×　65 歳以上の人の負担分（23％）

本村の 65 歳以上の人数

◆第８期介護保険事業計画における介護保険料額

【参考】　第７期介護保険料基準額（年額）924，000 円であり、前期より約１５％減額となっています。

こ ん に ゃ く 芋 栽 培 講 習 会
　奈良県南部農林振興事務所より講
師を招いて、こんにゃく芋の栽培方
法について講習会を開催します。初
めての方も、改めて聞きたい方も是
非ご参加ください。

※講習会終了後に種芋の引き渡しをさせて
いただきます。　（事前申込者のみ）

◆日時　４月２０日（火）　午前１０時～
◆場所　わかすぎふれあいセンター

（堂原１号）

◆お問合せ先　企画政策課
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発行　黒滝村役場　〒 638-0292　奈良県吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
℡　0747-62-2031　　　　　　　　　 FAX　0747-62-2569
E-mail　kurotaki@vill.kurotaki.lg.jp　　URL　http://www.vill.kurotaki.nara.jp

20

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（３月１日現在）

　　男　　３２１人　　（±０）
　　女　　３４６人　　（±０）
　　計　　６６７人　　（±０）
　　世帯　３５１世帯　（－１）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災放送電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会　　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034

観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者

（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビ
11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。
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わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　４月２２日（木）に狂犬病
予防注射を行います。犬を
飼っておられる方は最寄りの
会場で受けてください。
※暴れたり噛み傷を与える恐
れのある犬については、口輪
をはめるなどの適切な処置を
されたうえ、犬に慣れている
方が同行してください。

○集合注射に係る手数料　３，４００円
（内訳）注射手数料　　　　２，８５０円

　　　注射済票交付手数料  　５５０円
○犬の登録手数料　　　　３，０００円

愛犬の登録を！

狂犬病予防注射 ４ ２２月 日

　現在、犬の登録は一生に一回となっています。登録を行っ
ていない犬は、「野犬」と判断されかねませんので、まだ
登録をされていない方はこの機会にぜひ登録を行ってくだ
さい。
　飼い犬が死亡したとき、飼い主や飼い主の住所が変わっ
たときは、必ず役場へ届けてください。
※犬を手放したい方は、事前に役場または吉野保健所に相
談してください。なお、当日の引き取りはいたしません。
◆お問合せ先　住民生活課　
　　　　　　　吉野保健所　☎０７４７－５２－０５５１


